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1. ご挨拶（代表者）
⽔野旅館は昭和28年に⽗⽴花徹三が祖⽗の遺産である紙問屋の別荘を受け継いで
創業しました。以後時代の変遷に対応しながら営業を続けてきています。
他の業種と同様景気など世の中の動きにも⼤きく影響を受けます。バブル崩壊後
の平成不況、リーマンショック、そして今回のコロナ禍などによって売り上げは
かなり落ち込みました。また、弊店が従来接待のお客様が多かったために、平成
12年の国家公務員倫理規定による官官接待の⾃粛、平成24年の製薬会社の接待規
制などによって接待のお客様は激減しました。
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そこで個⼈のお客様により多く来て頂けるよう宿泊に⼒を⼊
れてきました。その⼀環として今回⼀棟貸しの宿泊施設「波
静」をオープンさせたところです。「波静」は息⼦（後継
者）である⽀配⼈夫妻が主体となって企画から計画・実施ま
で⾏ってきました。このプロジェクトは令和2年5⽉、コロナ
禍による休業中にアイデアが⽣まれました。息⼦もこのプロ
ジェクトを推進していく中で⼤きく成⻑したように思います。
今後、事業を引き継いでいくにあたり、奢ることなく勤勉に
実直に営業を続け、⽔野旅館を更に発展させブラシュアップ
させていくことを望みます。

代表取締役
⽴花研⼀郎



1. ご挨拶（後継者）
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この度は弊社を⾒つめ直す貴重な機会を頂けたこと、⼼より御礼申し上げます。
これまでの度重なる会議では、以下を主⽬的として議論を重ねてきました。
・現状の把握（⾃社の現状、取り巻く環境、今後の変化予測）
・将来あるべき姿の可視化
・取るべきアクションの策定
その総まとめが、本報告書になります。
この報告書は、今後の弊社の⾏動指針となるとともに、社内スタッフとも内容
を共有する予定です。

⽀配⼈
⽴花充

それにより、経営者とスタッフ全員が⾃社への理解を深め、
経営理念という共通の指針に沿った⾏動をできるようになる
ことを⽬指します。
まさに今始まる新規宿泊施設「波静」もあり、2022年は⽔野
旅館にとって⼤きなチャレンジの年となります。
今後、どんな状況でも経営理念を⼤切にし、顧客・スタッ
フ・地域社会にとって⼀層価値ある旅館になれるよう、⽇々
仕事に取り組みたいと思います。
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2. 会社概要
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会社名 有限会社⽔野旅館

住所 佐賀県唐津市東城内4-50

代表者名 ⽴花研⼀郎（代表取締役）

役員 ⽴花史⼦（取締役・⼥将）
⽴花充（取締役・⽀配⼈）

従業員数 １８名（正社員３名、パート１５名）

事業内容 宿泊業・飲⾷業



3. 事業概要
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宿泊業 ⼀泊⼆⾷付（素泊りは無し）
主な客層：夫婦やカップル、⼦連
れの家族、三世代など

飲⾷業 昼⾷・⼣⾷の提供（お⾵呂無料）
利⽤シーン：⽇帰り旅⾏、お祝い、
接待、宴会、法事など

料理 ⽞界灘の海の幸や佐賀⽜を中⼼と
した⽇本料理

客室 全８室（オーシャンビュー和室）

設備 登録有形⽂化財（武家屋敷⾨・観
⾵亭）、檜⾵呂、⽣簀、図書室、
ラウンジ

宿泊価格 22,000円〜／⼈（税込・⼆⾷付）

料理価格 6,325円〜／⼈（税込） 五島の伊勢海⽼と佐賀⽜の網焼きプラン



4. 沿⾰
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年代 主な出来事・エピソード
昭和28年 ⽴花徹三（当時31歳）が観⾵亭にて旅館を創業（当初は飲⾷が主軸の営業）
昭和36年 ⽴花徹三が唐津初の⽣簀をつくり、活造りの提供が可能になった
昭和45年 NHKテレビ「信⼦とおばあちゃん」のロケ地となり、全国に紹介された
昭和48年 江⼾時代以前からの武家屋敷⾨を⽔野旅館の⾨として移設
昭和61年 徹三の息⼦・研⼀郎（当時34歳）が⼊社
平成2年 スタッフ複数が「賃上げしなければ辞める」と騒動に（結果、全員退職）
平成3年 バブル崩壊により接待の需要が激減、宿泊業に⼒を⼊れる契機となった
平成8年 研⼀郎が⼆代⽬社⻑に就任
平成15年 料理⻑も兼ねる研⼀郎が第⼀回醤油名匠を受賞
平成27年 研⼀郎の息⼦・充（当時30歳）と、その妻・知恵（当時29歳）が⼊社
平成29年 ⽔野旅館を象徴する武家屋敷⾨と観⾵亭が登録有形⽂化財に認定
平成29年 ⼤林宣彦監督の映画「花筐」のロケ地となった
令和2年 新型コロナウイルスにより、⼀時休業するなど⼤きな影響を受けた

経営理念の形成に
影響

新しい事業の契機に



5. 経営理念

⼀、お客様に⼀⽣の思い出となるおもてなしを提供する

⼆、スタッフ⼀⼈ひとりが尊重し合い、働きがいのある職場をつくる

三、唐津の伝統・⽂化を継承し、地域の発展に貢献する
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6. 知的資産：⾒えざる資産（内部）
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⼈的資産 • 料理⻑も兼ねる社⻑（第⼀回醤油名匠）
• 唐津観光に詳しく、多能な⼥将
• 経理のできる若⼥将
• 信頼して任せられる調理スタッフ
• ⼼配りのできる接客スタッフ
• 細部まで⽬の⾏き届く清掃スタッフ

組織・技術
資産

• 予約帳による情報共有
• ITシステムによるダブルブッキングを防ぐ⼯夫
• 接客と調理の連携（最適ペースでの料理提供）

情報資産 • 蓄積した料理のレシピ
• 過去の顧客データ（年間1,500泊以上）
• 豊富な写真で魅⼒を訴求できるホームページ
• ⽔野旅館が築いてきた歴史（料理、⽣簀、メディアへの露出）

⾵⼟資産 • 顧客ニーズへのきめ細かな対応
• 顧客との対話⼒（お出迎えからお帰りの瞬間まで）
• クチコミ投稿への丁寧な返信

理念的資産 • 明⽂化された経営理念



6. 知的資産：⾒えざる資産（外部）
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関係資産 • 仕⼊れ先 →良い⾷材、急な要求にも対応
• 体験業者 →SUPなどのマリンスポーツのアレンジ
• 潜在顧客 →ツイッターの繋がり（ゾンビランドサガ）
• 地域 →同業者等の⼈脈、鏡⼭や虹の松原等の観光資源

顧客利便価値 • ⼀⽣の思い出となるおもてなし
• 地産地消の上質な⾷材にこだわった料理
• 充実した飲み物のラインナップ
• 純和⾵の旅館体験（和室、焼き物、お抹茶、着物での接客、
季節感を味わえるしつらえ等）

• 快適さ（個室で提供する⾷事、こだわりの寝具と部屋着、
接客スタッフの⼼遣い）

• 唐津観光に便利な⽴地
• 安⼼安全（感染症対策の徹底）
• 迅速な問合せ対応

顧客から得て
いるよかとこ

• リピート利⽤
• ⾼評価のクチコミ
• 地元における⾼級旅館としての認知



6. 知的資産：⾒えざる資産（外部）
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関係資産：仕⼊れ先

関係資産：体験業者（SUP）

顧客利便価値：観光に便利な⽴地

著名⼈の来訪歴の掲⽰



6. 知的資産：⾒える資産（1/4）
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n客室総数８部屋（１０畳x４、２０畳x３、６畳x１）

１０畳客室

２０畳客室

檜の内⾵呂

檜の共同浴場



6. 知的資産：⾒える資産（2/4）
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図書室

n最近の漫画本・ビジネス書籍も多数あり

ラウンジ お⼟産コーナー

⽞関エリア



6. 知的資産：⾒える資産（3/4）
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武家屋敷⾨ 観⾵亭

nいずれも登録有形⽂化財に指定されました



6. 知的資産：⾒える資産（4/4）
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⽣簀

イカの活造り

唐津焼

有⽥焼

n⽣簀からあがったばかりの⿂の活造りを、こだわりの器で提供



7. 現在価値ストーリー
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8. 経営環境の変化予測（短期）
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カテゴリ 変化予測 対応策

顧客・市場 国内需要回復（GOTO再開） ⼈員増強
定休⽇の設定による効率的な運営
適正な価格設定インバウンド復活

⾼齢化の進⾏ 少⾷プランなど需要に合わせる

SNSの利⽤増加 SNSでの情報発信と新規SNSの検討

SDGsへの関⼼ 環境配慮アメニティの導⼊

体験アクティビティの需要増 地域の体験業者と協⼒し情報発信

アルコール飲料の需要減 ソフトドリンクメニューの充実

技術 デジタル化の加速 業務効率化に寄与するものを導⼊

⾃社 新規宿泊施設の開業 当⾯これに注⼒し軌道に乗せる



8. 経営環境の変化予測（⻑期）
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カテゴリ 変化予測 対応策
顧客・市場 国内⼈⼝減少 リピーターとなる顧客を増やす

１名の宿泊需要増 ６畳の部屋に付加価値（テレビや家具等）
をつけ有効活⽤する

菜⾷主義の需要増 菜⾷のプランを検討

単に「こだわる」だけでは
価値を感じてもらいにくい
時代

⾃社の「こだわり（付加価値）」をストー
リーとして伝えることで、価値を理解して
頂くと共に、⼀層の感動体験を創出する

SDGsへの意識の⾼まり フードロス削減や地産地消等、関連する取
組みを発信する

仕⼊先 漁業⼈⼝／海洋資源減少 漁業を⽀援するNPOに協⼒する
適正価格で取引する

⾃社 事業承継 具体的なプランに沿い遂⾏する

労働⼈⼝の減少 労働条件の改善によるスタッフの確保

施設の⽼朽化 定期的なメンテナンス（予算として考慮）



9. 将来価値ストーリー
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10. 経営デザインシート
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11. 新規宿泊施設のご紹介
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11. 新規宿泊施設のご紹介
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